
アイオワ州シーダーフォールズの肥沃な土地を求めて入植したデンマー
ク人農民を中心に、1871 年に設立されたナザレ・ルーテル教会は、150
年の間に様々な変遷を遂げてきました。他の多くの教会と同様に、日
曜日には伝統的な聖歌隊・オルガンの礼拝と現代的な礼拝の両方を行
い、教区民の好みの礼拝スタイルに対応できるようにしたことも、その
変化の一つでした。

今年、ナザレ・ルーテル教会では、PA システムを更新し、音楽ジャンル
に応じた優れたサウンドを提供する上に、次世代の礼拝者にも対応で
きるシステムにすることで、別の方法での最新性を維持することに努め
ました。この決断は、中規模の教会に次世代音響技術を導入する上で
重要な役割を果たす L-Acoustics の新しい L-ISA Processor II を搭載し
た、イマーシブ・サウンド・システムの導入でこの夏に実現しました。

「この教会では、日曜日の朝に聖歌隊、オーケストラ、オルガン、鐘を使っ
た伝統的な礼拝が行われ、その 45 分後にはステージにバンドが登場
します。」と語るのは、L-Acoustics の L-ISA イマーシブ・テクノロジーと
Allen & Heath の dLive C3500コンソールを含む教会の音響システム
の全面的な改修を実施した AV システムインテグレーター Vantage Pro
社のインテグレーションリーダー、デューク・デヨング（Duke DeJong）
氏です。

L-ISA の新しいシステムは、多くの点でこのような伝統的な教会建築の
音響的な課題に対応しながらも、将来を見据えたものとなっています。
合計 23 台の L-Acoustics A10i Focus と11 台の A10i Wideスピーカー
が、5 つのアレイによるシーンシステムと、2 つの拡張アレイおよび 2 つ
のアウトフィルアレイを構成し、6 台の KS21iコンパクトサブウーハー
によるセンターハングで補強されています。バルコニーの最後列席をカ
バーするために 5 台のコンパクトな 5XT エンクロージャーが天井に設
置されており、7 台の LA4X アンプリファイド・コントローラーがシステム
全体をドライブしています。

L-Acoustics の 10 ポートMilan-AVBスイッチLS10 がシステムのネット
ワーク・インターフェースとして機能し、dLiveミックスエンジンの MADI
カードがコンソールとPA との接続を担っています。L-ISA Controllerソ
フトウェアは、FOH にある別のコンピューター上で動作し、このシステ
ムのオブジェクトベースのイマーシブ・ミキシングを管理します。一方、
コンソールはレベルとダイナミクスのコントロールにのみ使用されてお
り、主にボランティアで活動している教会の技術チームにとっても、分か
りやすく使いやすいものとなっています。このシステムは教会の音響技
術の数十年先を見据えたものとしてデザインされています。

ナザレ・ルーテル教会、L-Acoustics L-ISA の費用対効果の高い 
イマーシブ・ソリューションに出会う
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ナザレ・ルーテル教会は、新しいL-ISA Processor II を使用してイマーシブ・サウンドにリーズナブルな価格でアップグレードした礼拝スペースの仲間入りをしました。

Vantage Proは、スケーラブルな新しい L-ISA Processor II により、包み込むような魅力的なサウンドを
より広い範囲で中小規模の教会にもたらします。

https://www.bestecaudio.com/products/l-isa-processor-2/
https://www.bestecaudio.com/products/a10i-focus/
https://www.bestecaudio.com/products/a10-wide-2/
https://www.bestecaudio.com/products/ks21i/
https://www.bestecaudio.com/products/5xt/
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https://www.bestecaudio.com/products/ls10/


「最初の仕事は、教会の様々なタイプの礼拝に対応するサウンドシステ
ムを設計することでした。」とVantage Pro のプロジェクトリーダーであ
るマーク・ブレダ（Marc Breda）氏は説明します。「牧師はそれを望ん
でいましたが、同時に将来的に教会を支えられるようなシステムである
ことも望んでいました。」 シーダーフォールズには、1 万人を超える学生
が在籍するノースアイオワ大学があるので、当然といえば当然です。「教
会は洗練された音に慣れ親しんだ若い世代にも興味を持ってもらえる
ようなシステムを求めていました。L-ISA はそれを可能にしています。」
と語り続けます。

同教会の音楽ディレクターであるナサニエル・パリッシュ（Nathaniel 
Parrish）氏は、新しいサウンドシステムがナザレ・ルーテル教会にもた
らした音の変化は計り知れないと語ります。「L-Acoustics のスピーカー
システムは、明瞭さと充実感を大幅に向上させました。」と語ります。「最
近、25 人のシンガーとミュージシャンがステージに上がるイベントがあ
りましたが、とても素晴らしいサウンドでした。古いサウンドシステムで
は決してそれを実現できなかったでしょう。」

その思いは、FOH のミックスポジションを担当する者も共通です。「オー
ディオエンジニアとして 20 年の経験を持つ私にとって、アナログからデ
ジタルへの移行が最大のハードルでした。この移行は、私のミキシング
方法、そして教会や様々なイベントでのミキシング方法を大きく変える
ものでした。」とオーディオ担当者のダン・オルセン（Dan Olsen）氏は
語ります。「しかし今、次の大きな変化は毎週末に私の目の前にある、
L-Acoustics の L-ISA なのです。オーケストラや聖歌隊をリードボーカル
やリード楽器とは別の空間に配置することができるので、この環境に空

間を作り出すことができ、ミックス全体のサウンドを驚くほど向上させる
ことができます。オブジェクトをその場で移動させたり、どのグループが
どれくらいの頻度で入ってくるかによってプリセットを作ったりすること
も、とても簡単にできます。他のシステムでは作れなかったものが作れ
て楽しいですね。」

ナザレ・ルーテル教会は先進的な教会ですが、財政面では現実的です。
1,200 席のこの教会は比較的中規模で、予算重視の傾向があります。そ
のため、昨年末に L-ISA Processor II が登場したことが、大きな違いを
もたらしました。L-ISA Processor II のライセンスの拡張可能性により、
ナザレ・ルーテル教会では制作に必要な出力数を選択することができ、
コストを大幅に削減することができました。また、L-Acoustics A シリー
ズのエンクロージャー、特に小型の A10i の仕様と相まって、教会にとっ
てこのシステムは当然の選択でした。

「新しい L-ISA Processor II は、このような教会にとってイマーシブ・サ
ウンドを提供するという考えをより身近なものにしてくれます。」とブレ
ダ氏は付け加えます。「この教会では 64 チャンネルのオーディオシステ
ムを使用しているため、決して大掛かりなものではありません。しかし、
彼らの日曜日のプログラムは非常にダイナミックで、あらゆるプログラ
ムで信者を喜ばせる上に、教会のサウンドを将来に向けて整備したいと
考えていました。」

「新しいプロセッサーは、彼らにとってちょうどいいタイミングで登場しま
した。」とデヨング氏は付け加えます。「そして、さらに多くの中規模の
教会にも導入されることが期待できると思います。」

教会の新しいスピーカーシステムは、34 台の A10i エンクロージャーによる9 つのアレイと、 
6 台の KS21i サブウーハーによるセンターハングで構成されています。
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